
【取り組む際に生じた課題】
• 長距離輸送後の品質確保、供給量の安定化。
• 現地での認知度不足。
• 定期的なマーケティング活動。

【ウェブサイト】 https://www.niigatakubota.co.jp/

 香港で玄米貯蔵・精米体制を確立し、平成23年から玄米での輸出を開始。
 モンゴルに現地法人を設立し精米工場を建設、平成25年から玄米で輸出。
 シンガポールでは、現地法人との連携により、平成26年から玄米で輸出。
 直接取引の他に、商社を通して世界各国への販路拡大。

出荷時期輸出量（ｔ）年

通年

4,100令和５年

2,600令和４年

2,000令和３年

コメ（玄米・精米）

【主な品目】

香港、シンガポール、モンゴル、他

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】（平成23年から輸出開始）

【今後の課題・展望】
• 現地プロモーションをさらに強化し、富裕層への浸透、日本食レストラン等へ
の販路拡大。

• 多収穫品種の生産拡大やスマート農業技術の導入により、リーズナブルな
価格帯で提供することで、需要拡大を図る。

【生じた課題への対応】
• 生産者との直接契約から輸出、現地精米・販売までをグループ会社で取り組
み、物流・商流をシンプル化。

• 生産者と複数年契約することにより、安定的な供給量を確保。
• 品質管理で有利な玄米での輸出を行うことで、国内と同等な品質を確保。
• 定期的な試食販売やテレビＣＭ等のプロモーション活動を実施。

【連絡先】 担当者名：鈴木 ＴＥＬ：0250-25-3168

新潟県 (株)新潟クボタグループ（㈱新潟農商）
『現地精米で、玄米での輸出体制を確立』

米

イベント（ハワイ）

モンゴルで販売している商品

イベント（アメリカ）

【活用した支援・施策】 令和４年 輸出物流構築緊急対策事業

【対応の結果】
• 集荷・販売をクボタグループが責任を持って行うことで、生産者との信頼関係
が高まり生産量が安定。

• 国内と同等な品質のコメ供給が可能となり、現地競争力が向上。


